午後。 風が すっかり 呼吸 を 停めた。 

薄く 空 一 面を蔽 うた 雲の 下で、 空気 は 水分に 飽和し 

て 重く 淀んで ゐる。 暑い。 全く、 どう 逃れよう もな く 

ヽ o 

レ 

蒸 風呂に は ひり 過ぎた 様な けだる さに、 一 歩 一 歩 重 

い 足 を 引摺る やうに して、 私 は 歩いて 行く。 足が 重い 

の は、 一 週間ば かり 寝付いた デング 熱が まだ 治り 切ら 

い き 

ない せゐ でも ある。 疲れる。 呼吸が 詰まる やう だ。 

眩暈 を 感じて 足 をと y める。 道 傍の ゥ カル 樹の 幹に 

手 を 突いて 身体 を 支へ、 目 を閉ぢ た。 デング の 四十 度 

の 熱に 浮かされた 時の • 数日 前の 幻覚が、 再び 瞼の 裏 



夾竹桃が 紅い 花 を簇ら せて ゐる 家の 前まで 来た 時、 

私の 疲れ (とい ふか、 だる さとい ふか) は堪へ 難い も 

のにな つて 来た。 私 は 其の 島民の 家に 休ませて 貰 はう 

と 思った。 家の 前に 一 尺 余りの 高さに 築いた 六 畳 敷 ほ 

どの 大 石畳が ある。 それが 此の 家の 先祖 代々 の 墓な の 

だが、 其の 横 を 通って、 薄暗い 家の 中 を視き 込む と、 

誰も ゐ ない。 太い 丸 竹 を 並べた 床の 上に、 白い 猫が 一 

匹 ねそべって ゐる だけで ある。 猫 は 眼 を さまして 此方 

を 見た が、 一 寸 咎める やうに 鼻の 上 を 顰めた きりで、 

又 目 を 細く して 寝て 了った。 島民の 家 故、 別に 遠慮す 

る こと もない ので、 勝手に 上り 端に 腰掛けて 休む こと 



ジ ャ ス ミ ン 

い 匂の 漂って 来る の は、 多分 この 裏にで も 印度 素馨 

が 植わって ゐ るの だら う。 其の 匂 は 今日の やうな 日に 

は 却って 頭 を 痛く させる 位に 強烈で ある。 

風 は 依然として 無い。 空気が 濃く 重く ドロ リと 液体 

化して、 生温い 糊の やうに ねば/ \ と 皮膚に まと ひつ 

く。 生温い 糊の やうな もの は 頭に も 浸透して 来て、 そ 

こに 灰色の 靄 を かける。 関節の 一 つ 一 つが ほごれ た 様 

にだる い。 

煙草 を 一 本 吸 ひ 終って 殻 を 捨てた 拍子に、 一 寸後を 

向いて 家の 中 を 見る と、 驚いた。 人が ゐる。 一 人の 女 

が。 何処から 何時の 間に、 は ひって 来たの だら う？ 



さ つき 

先刻 迄 は 誰も ゐ なかった のに。 白い 猫し かゐ なかった 

のに。 さう いへば 今 は 白 猫が ゐ なくなって ゐる。 ひよ 

つと すると、 先刻の 猫が 此の 女に 化けたん ぢ やない か 

と (確かに 頭が どうかして ゐた) 本当に、 極く 一瞬間 

だが、 そんな 気がした。 

驚いた 私の 顔 を、 女 はま じろ ぎ もせずに 見て ゐる。 

それ は 驚いた 目で はない。 先刻から 私が 外 を 眺めて ゐ 

た 間中ず つと 此方 を 見て ゐ たとい ふ 様な 感じが した。 

女 は 上半身す つかり 裸体で、 鳶 足に 坐った 膝の 上に 

赤ん坊 を 抱いて ゐる。 赤ん坊 は ひどく 小さい。 生れて 

二月に もなる まい。 睡リ ながら 乳首 をく はへ てゐ る。 



て 来たからで もあった。 実際、 その 若い 細君 は 美人と 

いって 良かった。 パ ラオ 女に は 珍しく 緊 つた 顔 立で、 

恐らく 内地人との 混血な ので はなから うか。 顔の 色 も、 

例の 黒光りす る やつではなくて、 艷を 消した やうな 浅 

いれずみ 

黒 さで ある。 何処に も 黥 の 見えな いのは、 其の 女が 

まだ 若くて、 日本の 公 学校教育 を 受けて 来たた めで あ 

らう。 右の 手で 膝の 児 を 抑へ、 左の 手 は 斜め 後に 竹 

の 床に 突いて ゐ るが、 其の 左手の 肱と 腕と が (普通の 

関節の 曲り 方と は 反対に) 外側に 向って くの 字に 折れ 

てゐ る。 斯うい ふ 関節の 曲り 方 は 此の 地方の 女に しか 

見られな いもの だ。 稍 M 反り 気味な 其の 姿勢で、 受け 



くちびる 

口の 脣 を 半ば 開いた 儘、 睫の 長い 大きな 目で、 放心 

したやう に 此方 を 見詰めて ゐる。 私 は 其の 目 を 外ら す 

こと をし なかった。 

弁解 じみる やう だが、 一 つに は 確かに 其の 午後の 温 

度と、 湿気と、 それから、 其の 中に 漂 ふ 強い 印度 素馨 

の 匂と が、 良くなかった ので ある。 

私に は 先程からの、 女の 凝視の 意味が 漸く 判って 来 

た。 何故 若い 島民の 女が (それ も 産後 間 もない らしい 

女が) そんな 気持に なった か、 病み 上りの 私の 身体が 

女の さう いふ 視線に 値する かどう か、 又、 熱帯で はこ 

んな 事が 普通な のか どうか、 そんな 事 は 一 切 判らない 



つた 顔 付 をして、 先刻と 同じ 姿勢の まま 私 を見据 ゑた。 

私 は それに 背中 を 向けて、 入口の 夾竹桃の 方へ 歩き 出 

した。 

ァ ミア 力と マン ゴ— の 巨 樹の下 を 敷石 伝 ひに 私は漸 

く 宿に 帰って来た。 身体 も 神経 もす つかり 疲れ果てて。 

私の 宿と いふの は、 此の 村の 村長た る 島民の 家 だ。 

私の 食事の 世話 をして 呉れる 日本語の 巧い 島民 女 マ 

ダ レイに、 先刻の 家の 女の こと を 聞いて 見た。 (勿論、 

私の 経験 を みんな 話した 訳で はない。) マダ レイ は、 黒 

い 顔に 真白な 歯 を 見せて 笑 ひながら、 「ああ、 あのべ ッ 
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